
県内取組事例
宮崎県内の取組事例を紹介します。

製造業・情報通信業（ＤＸ取組事例）

（1）3次元CADを利用した産業機械部品の見積受発注システムの開発事業

事業者：株式会社クリエイティブマシン（宮崎県宮崎市）
立ち位置：ベンダー、ユーザー

取組概要：機械設計の最重要ツールである3次元CAD上に産業機械に使用す
る様々な部品の価格見積・納期確認・発注等の各種情報機能を連携させ、
そこに実際の売り手である部品商社・メーカーとのデータリンクをクラウ
ドシステムで確立させる。いわばECサイト機能をCADに連携させることで
CADを商取引の最前列プラットフォームとする。

〈主な取組〉
①クラウド上で動作するデータ連携のためのデータベースを開発
部品登録、案件登録、見積確認、納期確認、受発注、管理機能を搭載し
たECサイトのようなデータベースを開発

②機械設計者、部品商社、メーカー等を集めて商取引の場とする。

取組を始めた背景：
従来は産業用機械装置製作のために調達する各種部品の見積価格と納期

とをメール・FAX・電話等のアナログ的手法でいちいち確認しており、設
計者と商社それぞれの確認工数と回答までのリードタイムが中々短縮でき
ない問題があった。さらに昨今ではコロナ禍による半導体不足や工場ロッ
クダウンによりあらゆる部材の納期遅延や長納期化によって、設計者・商
社・メーカーそれぞれが納期確認作業に振り回されて、本来の業務に支障
が出てさらに長納期化の要因となる、負のスパイラルが大きな社会問題と
なっている。

効果（成果）と今後の課題：
このシステム上で機械設計者、購買担当者、商社、メーカー等の製造業
における関係者すべてが同一プラットフォーム上でデータリンク接続でき
ることとなった。ここではそれぞれがリアルタイムに情報を取得できるよ
うになり、従来のメールや電話・FAXを使わない見積納期確認作業を実現
することとなった。
今回は「入れ物」としてのデータベースシステムが完成し、今後関係者
が使用しながらデータを蓄積することで、将来のビッグデータとして発展
成長していく土台ができた段階である。
現在は自社設計部門と身近な商社のみの参加であるが、今後は全国の産
業機械設計者と機械系商社・メーカーに周知PRし、この場に参加をしても
らうことが重要である。そのためにはさらなる機能強化や複雑な流通構造
のシステム反映、広告、受注予測、部品形状のAI認識等の高度な機能を継
続的に開発していく必要がある。

機械設計者に最も近いCADと連携したクラウドシステムを開発し、機械部品の見積納期確認と受発注を効率化

クラウド


